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（１）日本における中国産ねぎの位置付け

2017年における日本のねぎ供給量の９
割弱は国産品であり、１割強が輸入生鮮品、
これらの他にわずかに輸入冷凍品がある
（図１）。輸入生鮮品および輸入冷凍品は、
ほぼ全量が中国産となっている（表１）。
ここ数年の生鮮ねぎの輸入量は、増加傾向
で推移しており、2016年は一時的に減少
したものの、2017年は天候不順による国
内産の供給減少などの影響を受けて、前年

比8.2％増の6万76トンとなった（図２）。
中国産生鮮ねぎの輸入量を月別に見ると、
毎月、一定量以上の数量が輸入され、少な
い月で4000トン程度から多い月で6000ト
ン程度の幅で変動しており、11～12月の
年末需要期にやや多い傾向にある（図３）。
また、2017年の輸入単価は、１キログラム
当たり100～170円の幅で変動した。
なお、本稿中の為替レートは１元＝ 17
円（2018年11月末日ＴＴＳ相場：16.66
円）を使用した。

主要国の野菜の生産動向等
１　中国（ねぎ）
２　主要秋冬野菜における中国野菜産地などの動向
３　米国（ブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ）

調査情報部１　中国（ねぎ）

日本が輸入するねぎの大部分が中国産であることから、今月号では、主産地の山東省を
中心に中国のねぎの生産動向などを紹介する。

国内収穫量 

45万8800トン 

（86.7% ） 

生鮮 

6万76トン 

（11.4% ） 

冷凍 

1万113トン 

（1.9% ） 

輸入量 

図１　日本のねぎ供給量（2017年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）、農林水産省「野菜生産出荷統計」、農林水産省「植物防疫統計」
注１：冷凍ねぎについては、「植物防疫統計」の検査数量の数値である。
注２：カッコ内は全体に占める割合である。
注３：HSコードは070390010
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図２　日本の生鮮ねぎの国別輸入量

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

（２）　生産動向

ア　主産地
中国のねぎの主産地は、作付面積の約
15％を占める山東省で、その中でも、済
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市の三地区が三大主産地となって
いる。山東省内でのねぎ作付面積のシェア
は、章丘区が35％、安丘市が20％、平度
市が18％を占め、これらの三地区で山東
省の作付面積の73％を占める（図４）。
なお、章丘区は主に中国国内向けに「章

丘ねぎ」を栽培し、北京市、天津市および
河南省に供給している一方、安丘市および
平度市では、主に日本向け輸出用の品種が
栽培されている。
山東省以外の地区では、中国南部のねぎ
主産地として福建省が挙げられる。

注：中国では、大きい行政区分から順に、「省級（省、
直轄市など）」、「地級（地級市、自治州など）」、
「県級（県、県級市、市轄区など）」などとなっ
ており、済南市、潍坊市および青島市は地級
市であり、章丘区、安丘市および平度市は県
級である。

表１　ねぎの生鮮・冷凍別国別輸入量（2017年）
	 	 	 	 	 	 	 	 （単位：トン）

品目
生鮮ねぎ 冷凍ねぎ

輸入先国 輸入量 シェア 輸入先国 輸入量 シェア
第１位 中国 60,060 100.0％ 中国 10,082 99.7％
第２位 ベトナム 16 0.0％ タイ 23 0.2％
第３位 ベトナム 7 0.1％
全輸入量 60,076 100％ 10,113 100％

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）、農林水産省「植物防疫統計」
　注：冷凍ねぎについては、「植物防疫統計」の検査数量の数値である。

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：輸入単価はCIF（保険料、運賃込み価格）

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

160 

180 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

（円/kg） （トン） 

（月） 

輸入量 輸入単価（右軸） 

図３　中国産生鮮ねぎの月別輸入量および輸入単価（2017年）
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イ　栽培方法
山東省でのねぎ栽培は、露地栽培と施設
栽培によるものの二種類がある。
それぞれの作付面積のシェアは、露地栽
培が全体の90％、施設栽培が10％を占め
ている。近年、施設栽培のシェアが高まり
つつあるが、まだ露地栽培のシェアの方が
圧倒的に高い。施設栽培の単収は、一般的
に露地栽培に比べ２割程度高いとされてい
る。施設栽培は、日光温室（注）などの室内
において、土寄せをする代わりにフィルム

を使って遮光するフィルム軟白ねぎの栽培
もある。

注：「日光温室」は、日光を最大限に活用した中国
特有の園芸施設。透光面は南面のみで他の面
は特殊な蓄熱・保温構造で、中国北部の厳冬
期においても無加温で野菜栽培が可能とされ
ている。構造が単純で低コストであることか
ら、中国の野菜栽培の方式として一般的に普
及している。地域によって、さまざまな構造
のものがある。

山東省を拡大

福建省 

河南省

山東の主要玉ねぎ産地：済南市の章丘、 濰坊市の安丘、青島市の平度

濰坊市

青島市

臨沂市

済寧市

徳州市

済南市

淄博市

莱蕪市
聊城市

泰山市

菏澤市

棗荘市

日照市

煙台市 威海市

東営市

濱州市

章丘

安丘

平度

資料：農畜産業振興機構作成

図４　山東省のねぎ主産地
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ウ　生育スケジュールおよび品種
生育ステージは、露地栽培の場合、９月下

旬に播
は

種
しゅ

、翌年の６月に定植、９～10月に
収穫する。一方、施設栽培の場合は、さまざ
まな生育ステージのものがある（図５）。
また、品種はさまざまであるが、安丘市

では、日本向け輸出を念頭に、日本品種で
ある「元蔵」、「長宝」、「天光一本」の作付
面積が４分の３以上を占めている。このほ
か、中国国内向けの品種として、「章丘長
ねぎ（大梧桐）」や「恵和一号」が栽培さ
れている（表２）。

露地栽培
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元蔵、長宝、
天光一本
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天光一本

品種

月 （翌年）月

品種

月 （翌年）月

図５　山東省のねぎの生育ステージ

資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成
　注：本図は、播種、定植、収穫が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみられる。

表２　山東省潍坊市安丘市の主要作付け品種
品種 写真 成熟度合 特徴

元蔵 中生 耐寒性があり、柔らかく食味が良い。

長宝 晩生 葉折れが少なく、耐寒性に優れる。

天光一本 早生 耐寒性、耐病性があり、倒伏に強い。
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エ　作付面積および収穫量等の推移
近年における山東省のねぎ作付面積、収
穫量および単収について見ると、作付面積
および収穫量は、2014/15年度（10月～
翌９月）に収益性の低下などにより、一時
的に落ち込んだものの、その後は増加傾向
で推移している（表３）。
2016/17年度は、作付面積が前年度に
比べ28.0％増加し、単収が降雨により減
少したものの、収穫量は前年度と比べ２割
強増加した。
2017/18年度は、前年度の価格が低迷
したものの、作付面積は１割弱増加したこ
とに加え、単収も前年度から回復したこと
から、収穫量は前年度比12.6％増の170

万トンに達した。なお、2017/18年度は、
夏季の猛暑と降雨により品質が低下したと
されている。
山東省で収穫されたねぎの97 ～ 98％
は中国国内に仕向けられ、輸出向けはわず
か2～ 3％の3～ 4万トンを占めるに過ぎ
ない（表４）。国内向けの出荷先は、北京
や天津などの近郊の大都市や河南省各地な
ど多岐にわたる。輸出向けは、大部分が日
本向けに輸出されている
なお、中国国内のねぎの消費は、南方よ
り北方の人々が好んで食するとされてい
る。消費形態は、薬味として利用されるほ
か、中国の家庭料理としてさまざまな用途
で利用されている。

表３　山東省のねぎ作付面積、収穫量および単収の推移

年度
作付面積（万 ha） 収穫量（万トン） 単収（トン／ 10a）

前年度比
（増減率）

前年度比
（増減率）

前年度比
（増減率）

2012/13 2.8 － 140 － 5.00 －

2013/14 3.0 7.1％ 165 17.9％ 5.50 10.0％

2014/15 2.3 ▲	23.3％ 110 ▲	33.3％ 4.78 ▲	13.0％

2015/16 2.5 8.7％ 125 13.6％ 5.00 4.5％

2016/17 3.2 28.0％ 151 20.8％ 4.72 ▲	5.6％

2017/18 3.5 9.4％ 170 12.6％ 4.86 2.9％

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
　注：年度は10月～翌９月

章丘長ねぎ	
（大梧桐）

　 早生 ―

恵和一号 　 晩生 耐暑性、耐病性に優れる。

資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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オ　生産コスト
山東省におけるねぎの10アール当たり
生産コストの動向を見ると、2017/18年
度は5198元（８万8366円）で、３年前
の2014/15年度と比べ16.8％増と大幅に
増加した（表５）。
項目別に見ると、近年の中国の野菜栽培
で常態化している地代の上昇が顕著となっ
ているほか、種苗費や肥料農薬費について
も負担が増加している。
さらに、近年、急速に生産現場で定植機
や収穫機などの機械化が浸透している状況
から、農機具費の負担が大幅に増大したこ
とが特筆される。しかし、機械化により定
植および収穫時の人件費を大幅に削減する
ことが可能となってきている。

このように、近年、地代と雇用人件費が
急速に上昇する中、生産農家は、農作業の
機械化に取り組み、積極的に効率化を図っ
ていることから、生産コストの構成比に大
きな変化が見られている。

カ　労働力不足と機械化の推進
最近の中国の野菜生産現場では、ねぎ栽
培に限らず、各生産分野で構造的な変化の
時期に差し掛かっている。これまでは、豊
富で安価な労働力が野菜生産を行う上で、
大きな武器となっていた。しかしながら、
近年、急速な経済発展に伴い若者を中心と
した労働者が都市部へ流出することとな
り、農村部の労働力不足が顕在化しつつあ
る。

表４　山東省内で収穫されたねぎの国内向けと輸出向けの数量の推移
（単位：万トン）

年 国内向け 輸出向け 計

2014 年 162 3 165
98.2% 1.8% 100.0%

2015 年 107 3 110
97.3% 2.7% 100.0%

2016 年 122 3 125
97.6% 2.4% 100.0%

2017 年 147 4 151
97.4% 2.6% 100.0%

2018 年	
( 見込み )

167 3 170
98.2% 1.8% 100.0%

資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成

表５　ねぎの10アール当たり生産コスト（山東省潍坊市安丘市）

項目
2014/15 年度（元／ 10a） 2017/18 年度（元／ 10a） 2017/18 年度

/2014/15 年度比
（増減率）

円換算
（円／ 10a）

円換算
（円／ 10a）

地代 1,500 25,500 1,950 33,150 30.0％
種苗費 600 10,200 630 10,710 5.0％
肥料農薬費 675 11,475 743 12,631 10.1％
資材費 150 2,550 150 2,550 0.0％
農機具費 180 3,060 780 13,260 333.3％
人件費 1,300 22,100 900 15,300 ▲	30.8％
その他 45 765 45 765 0.0％

合計 4,450 75,650 5,198 88,366 16.8％
資料：山東省農業庁種植業管理処、安丘市農業局への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
注１　�本生産コストは、一般農家から土地を賃貸し、労働者を雇用して生産する一定規模以上の生産事業者をモデルとした

もの。
注２　�四捨五入や為替換算の関係から、項目間の計算において、誤差が生じることがある。
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このような労働力不足に対処するため、
大規模な野菜農家を中心に、定植や収穫作
業の機械化を強力に推進しているところで
ある。しかしながら、まだ農業機械の性能
に問題があり、収穫するねぎを傷める事例
が多く発生するなど、農業機械の質的向上
も求められている。

（３）卸売価格の動向

主要輸出産地である山東省は、一部産地に
おける生育期の長雨、圃場の冠水による生育
不良と歩留まり低下により卸売価格は一時高
騰したが、その後の生育回復により、11月現
在は下落基調で推移している（図６）。
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図６　ねぎの青島市城陽蔬菜水産品卸売市場における卸売価格の推移

資料：中国蔬菜網
　注：価格は各旬のいずれかの１日（原則として１日、15日、月末）

（４）輸出動向

近年の中国の生鮮ねぎの輸出量は、年間
５万トン前後で推移してきたが、2017年
は前年を20.5％上回る5万8891トンと
なった。このうち5～ 6割が山東省産であ

る。国別では、日本向けが8割前後を占め
ており、日本向けの主な品種は、前述の「元
蔵」、「長宝」、「天光一本」などである。日
本向け以外では、韓国、モンゴル、シンガ
ポールなどの近隣諸国に輸出されている。
（図７）。
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図７　中国の生鮮ねぎの国別輸出量

資料：「Global	Trade	Atlas」
　注：ＨＳコードは07039020。
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図８　ねぎの福建厦門同安闽南果蔬卸売市場における卸売価格の推移

（５）今後の見通し

中国野菜流通協会によると、直近の海外
市場からのねぎの引合いは低下しており、
2018年の輸出量は減少すると予想してい
る。その結果、中国国内向けの販売比率が
高まると見通している。
また、中国国内のねぎ需要量は、価格動向

によって強く影響されると言われ、価格が上
昇した場合、他の品目に需要が奪われ、消費
者のねぎ購買量は減少するとされている。
一方、供給面は、慢性的な供給過剰が継
続し、価格低迷が長期化しつつある中、農
家の作付意欲は低下しており、2018/19
年度の山東省の作付面積は5～ 10％減少

すると見込まれている。この結果、市場に
出回る量は徐々に絞られ、今後の卸売価格
は緩やかに回復すると期待されている。
なお、１～３月が主要な輸出期間である
福建省の2018年作付面積は、2017年お
よび2018年の卸売価格低迷を受け前年比
25％程度の減少となった模様であるが、
作柄は夏季の台風による強風などの影響は
少なく、現段階までは順調な生育となって
いる（図８）。
対日輸出は、契約栽培が主体であるため
安定した輸出が見込まれているが、作付面
積の大幅な減少により、輸出数量は出荷が
本格化する２月までは前年を下回り、輸出
価格は堅調に推移すると見込まれている。
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資料：中国蔬菜網
　注：価格は各旬のいずれかの１日（原則として１日、15日、月末）
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１　たまねぎ

主な日本向け輸出産地は、４～12月：山
東省、８～翌３月：甘粛省、１～３月：雲南
省などの内陸部となっている。秋冬期にお
ける産地は、山東省および甘粛省の冷蔵物、
雲南省などの内陸部産地の生鮮ものとなる。
山東省と甘粛省の作付面積は、山東省が
前年並み、甘粛省が前年比８％程度増加し
た模様である。作柄は両省とも台風、長雨
により品質は悪く、対日輸出量は北海道産
の地震の影響による出荷の後ズレ傾向など
から増加しているものの、日本における輸

入価格は品質の問題から前年並みで推移し
ている（図１）。
１～３月では、甘粛省産の冷蔵物に雲南
省産や四川省産などの内陸産地の生鮮もの
が加わる。2019年の雲南省産の作柄は平
年並みと見込まれているものの、作付面積
は、2018年における卸売価格の低迷によ
り25％程度の大幅な減少となった模様で
あり、輸出量も大幅に減少すると見込まれ
ている。また、四川省産の作付面積も、
2018年における卸売価格の低迷による他
作物への転換により大幅な減少が見込まれ
ている。

２　主要秋冬野菜における中国野菜産地などの動向

2018年は、日本国内では、各地における台風、長雨などの天候不順などにより、野菜
の価格は、多くの品目において、一時高騰する状況となった。
一方、輸入生鮮野菜の62%（2017年数量ベース）を占める中国においても、台風や多
雨などの天候不順により大きな被害を被り、夏季における中国産生鮮野菜の輸出価格は大
幅に高騰した。11月現在では、一部の品目を除き平年並みに推移しているが、生育不良な
どから品質に問題を抱える品目もある。
また、他の主要輸入先国においても、高温や多雨などの天候不順により大幅な減産とな
った品目もある。
このため、主要生鮮野菜について、中国秋冬産地の生産状況を、現地の野菜生産・輸出
企業に対し電話による聞き取り調査等を行うとともに、他の主要対日輸出国の生産状況に
ついて、国内輸入企業への聞き取り調査等を行ったので報告する。

野菜需給部
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図１ 日本における中国産たまねぎの輸入価格の推移

資料：Global	Trade	Atlas
　注：輸入単価はCIF（保険料、運賃込み価格）
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一方、たまねぎの世界需給を見ると、米
国産は一部の産地で高温の影響があったも
のの全体の作柄は良好となっているが、ヨー
ロッパ地域は高温、干ばつ、ニュージーラ
ンド産は天候不順（高温・多湿）による病
害の発生により減産となり、2018年4月以
降の世界の需給はタイトに推移している。
わが国の輸入については、2019年１～
３月において、中国産以外では、作柄が良
好であった米国産の冷蔵物、2月以降にお
いて出荷が開始するニュージーランド産お
よび１～３月が対日輸出の主体であるタイ
産の生鮮ものが主な輸入先となるが、本年
のニュージーランド産およびタイ産は、作
付面積が前年並み、作柄は順調に推移して
いる模様である。
しかしながら、減産となったヨーロッパ
地域などにおいて輸入が増加すると見込ま
れることから、世界の需給は引き続きタイ
トに推移すると推察される。

２　にんじん

11 ～ 3月が出荷の主体となる山東省の
作付面積は、2017年の価格低迷により減
少したものの順調な生育となり、生産量は

増加すると見込まれる。
一方、１～３月が出荷の主体となる福建
省は、主産地における都市化の進展などに
より作付面積は減少傾向であるものの、対
日輸出産地においては契約栽培が主体であ
ることから安定した推移となっている。作
柄は、平年並みと見込まれている。
１～３月の輸出は、山東省産の冷蔵もの、
福建省産の生鮮・貯蔵ものが主体となるが、
福建省産地の天候が順調に推移すれば、輸
出価格は平年を下回ると予想されている。
一方、2014年以降の日本の冬季のにん
じんの輸入先国を見ると、中国に加えベト
ナムからの輸入が増加している。中国では
人件費などの上昇により生産コストが上昇
傾向となっており、山東省などの野菜生産
企業がベトナムに進出し、ベトナム国内に
出荷するとともに、１～３月を主体に対日
輸出も行っている。
ベトナムにおける野菜輸出においては、
予冷設備が未整備であることなどから、福
建省産に比べ品質が劣り、また、生産コス
トが福建省産を上回ることから、福建省を
補完する産地として位置付けられている
が、近年の日本の卸売価格が堅調に推移し
ていることを背景に１～３月における対日
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図２　たまねぎの中国雲南通海金山蔬菜卸売市場における卸売価格の推移

資料：中国蔬菜網
　注：価格は各旬のいずれかの１日（原則として１日、15日、月末）
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輸出が増加している（2013年0トン、
2014年2360トン、2015年1620トン、
2016年1087トン、2017年2088トン、
2018年1848トン（2013年～ 2016年
は「にんじんおよびかぶ」の輸入量））。

３　キャベツ

主要産地である山東省では、作付面積は
ほぼ横ばいであったが、夏季における高温
などにより生産量は25％程度減少した模
様である。また、従来は中国国内への出荷
が主体であった内陸部の湖北省や湖南省
（主要出荷期間11～翌年４月）において、
山東省生産・輸出企業の進出により当該地

域からの冬季の対日輸出が増加している。
2018年の湖北省と湖南省の作付面積は、
前年の卸売価格の低迷により10％程度減
少したものの、輸出企業における作付面積
は安定して推移しており、作柄は前年並み
と見込まれている。
一方、１月～翌年５月中旬ごろの出荷と
なる福建省の2017年作付面積（2018年
出荷）は、2017年１～３月の卸売価格の
低迷により10％程度減少したが、2018
年は、夏季の天候不順により卸売価格が一
時高騰したものの全般的に安定して推移し
たことから、2018年の作付面積（2019
年出荷）は前年並み、作柄は平年並みと見
込まれている。
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図３　にんじんの福建省福州市海峡蔬菜卸売市場における卸売価格の推移

図４　キャベツの青島市城陽蔬菜水産品卸売市場における卸売価格の推移

資料：中国蔬菜網
　注：価格は各旬のいずれかの１日（原則として１日、15日、月末）

資料：中国蔬菜網
　注：価格は各旬のいずれかの１日（原則として１日、15日、月末）
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近年の日本における冬季のキャベツの輸
入は、にんじんと同様に中国に加えベトナ
ムからの輸入が増加している（2017年
808トン、2018年2671トン）。人件費な
どの生産コスト上昇を背景に、山東省など
の野菜生産企業がベトナムに進出している。
ベトナムにおける対日野菜輸出は、にん
じんと同様に、予冷施設の未整備や生産コ
スト高などにより、福建省の補完産地の位
置付けとなっているが、2017年、2018
年は、日本の卸売価格の高騰を背景に対日
輸出が増加した。

４　さといも

さといもは、主要輸出産地の山東省の作

付面積が20％程度増加した模様であり、
多雨などの天候不順があったものの、耐水
性が強いことから順調な生育となり、山東
省の主要産地に位置する青島市卸売市場の
価格は下落傾向で推移している（図６）。
国内価格の下落により、輸出価格も下落傾
向となっている。

５　れんこん

主要輸出産地は江蘇省などであるが、
2018年 作 付 面 積 は、2016年 お よ び
2017年の卸売価格が低迷したことにより
大幅な減少となった模様で、生産量も減少
が見込まれている（図７）。また、前２年
の価格低迷による生産者の生産意欲の減退
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図６　さといもの山東青島莱西市東庄頭蔬菜卸売市場における卸売価格の推移

資料：中国蔬菜網
　注：価格は各旬のいずれかの１日（原則として１日、15日、月末）

資料：中国蔬菜網
　注：価格は各旬のいずれかの１日（原則として１日、15日、月末）

図５　キャベツの福建省福州市海峡蔬菜卸売市場における卸売価格の推移
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による栽培管理の不備から、品質も低下し
ている模様である。
卸売価格（国内価格）は、作付面積・生
産量の減少にもかかわらず、品質の低下か
ら前２年と同程度の安値で推移している
が、輸出価格は、中央政府のれんこん輸出
企業に対する汚水処理設備の義務化による
出荷調製等の加工コストの上昇、品質低下
による輸出用規格の製品率の低下により、
堅調に推移している模様である。

６　ごぼう

主要輸出産地は江蘇省北部と山東省南部
地域であるが、2018年春播きの作付面積
は、2015～ 2017年において輸出価格が

低迷したことから、前年比19％程度減少
した模様である（図８）。作柄は、生育期
の長雨、夏季の台風による圃場の冠水のた
め大幅な減産となり品質も悪く、11月中
旬現在の対日輸出価格は前年の約2.5倍と
高騰している。
また、2018年春播きの大幅な作付面積
の減少、天候不順による減産により、秋の
収穫後のごぼう貯蔵量は大幅に減少してい
ることから、2018年秋播き（春ごぼう）
の出荷が始まるまでの輸出価格は高値で推
移すると見込まれる。
なお、2018年秋播きの作付面積は、輸
出価格の高騰を受け、主要産地においては
大幅な増加となった模様である。
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図７　れんこんの江蘇宜振市瑞德蔬菜果品卸売市場における卸売価格の推移

資料：中国蔬菜網
　注：価格は各旬のいずれかの１日（原則として１日、15日、月末）
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図８　日本におけるごぼうの中国産輸入価格の推移

資料：Global	Trade	Atlas
　注：輸入単価はCIF（保険料、運賃込み価格）
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（１）　�ブロッコリー、レタスおよびセル
リーの生産・輸出動向など

ア　ブロッコリー
（ア）　作況
カリフォルニア州のブロッコリーについ
ては、2018年10月下旬から11月上旬に
かけての需給状況を見ると、供給は平年並

みで推移し、品質は向上した。需要は堅調
に推移した。

なお、本稿中のドルはすべて米ドルであ
り、為替レートは１ドル＝114円（2018
年11月末日ＴＴＳ相場：114.47円）を
使用した。

３　米国（ブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ））

米国からは、日本への輸出が多いブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ）（以下「セ
ルリー」という）について、それらの主産地であるカリフォルニア州の生産動向などを、
現地報道などを基に報告する。また、トピックスとして、2017年の米国におけるブロッ
コリーの生産状況について紹介する。

インペリ アル郡 

サンタバーバラ郡 
ベンチュラ郡 

モント レー郡 

サンルイスオビスポ郡 

サンベニト 郡 

リ バーサイド 郡 

サンタクルズ郡 
フレズノ 郡 

図１　カリフォルニア州の地図

資料：農畜産業振興機構作成

（イ）　全米生産者価格
2018年９月の全米のブロッコリーの生
産者価格は、前年同月比37.6％安の１キ
ログラム当たり1.13ドル（129円）であっ

た（表１）。需要は堅調だったものの、供
給量が増加したことから前月から下落し、
生育遅れにより価格が上昇した前年を大幅
に下回った。

調査情報部
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イ　レタス
（ア）　作況
カリフォルニア州の結球レタスについて
は、2018年10月中旬、供給量が多かっ
たことから、市況は下落傾向であった。

11月初旬には、モントレー郡での収穫は
終了し、アリゾナ州での収穫に移行した。
これに伴い、カリフォルニア州の供給量は
減少した。
結球レタス以外のレタス（ロメインレタ

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年9月の米国産ブロッコリーの日
本向け輸出量は1923トンとなり、前年同
月比57.5％増となった（表２）。この背景
として、早い梅雨明け後の猛暑や台風など
の日本の天候不順によって国産品の供給に

影響が生じ、米国産への需要が高まった可
能性があると考えられる。また、輸出額は
前年同月比64.7％増の261万3000ドル
（2億9788万円）となった。輸出単価は前
年同月比4.6％高の１キログラム当たり
1.36ドル（155円）であった。

表１　全米の生鮮ブロッコリー生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018 年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

生産者価格 1.81 1.47 1.21 0.89 0.99 0.63 1.03 0.88 1.25 1.03 0.83 1.19 1.13
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表２　米国産ブロッコリーの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

輸出量 1,221 926 1,469 1,177 1,606 2,345 832 2,049 1,312 1,182 1,807 2,132 1,923
輸出額 1,587 1,030 1,759 1,407 1,936 2,635 1,082 2,505 1,667 1,483 2,325 2,787 2,613
単　価 1.30 1.11 1.20 1.20 1.21 1.12 1.30 1.22 1.27 1.25 1.29 1.31 1.36

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS	GATS	Database）

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量お
よび卸売価格

2018年9月の東京都中央卸売市場の米
国産ブロッコリーの入荷量は、前年同月比
22.5％増の125トンであった（表３）。ま

た、平均卸売価格は、同5.8％高の1キロ
グラム当たり385円であり、同月に同市
場で最も入荷量の多かった北海道産（同
508円）と比較すると24.2％安かった。

表３　東京都中央卸売市場の米国産ブロッコリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

入 荷 量 102 75 55 82 48 53 71 60 100 84 90 124 125
卸売価格 364 344 394 368 344 398 238 297 324 332 353 360 385

資料：東京都中央卸売市場
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ス、フリルレタスなど。以下同じ）につい
ては、10月末から11月初旬にかけて、供
給量が平年並みかそれ以下となった中、需
要が堅調で市況は上昇した。また、品質は
おおむね良好であったが、一部で葉焼けが
みられたり、重量が軽かったりした。

（イ）　全米生産者価格
2018年9月の全米の結球レタスの生産
者価格は、供給が安定していたことなどか
ら、前年同月比18.6％安の1キログラム当
たり0.57ドル（65円）となった（表４）。

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年9月の米国産結球レタスの日本
向け輸出量は、641トンと大幅に増加し
た前年同月からの反動で前年同月比
22.3％減少した。結球レタス以外のレタ
スの日本向け輸出量は、同33.3％減の8ト

ンとなった（表５、表６）。輸出単価につ
いて、結球レタスは前年同月比7.8％高の
１キログラム当たり1.11ドル（127円）
となった。また、結球レタス以外のレタス
は、同56.9％高の同4.88ドル（556円）
であった。

表６　米国産レタスの日本向け輸出動向（結球レタス以外）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

輸出量 12 2 564 441 187 51 26 1 - 4 29 88 8
輸出額 37 8 990 844 427 119 50 6 - 8 34 161 40
単　価 3.11 3.48 1.76 1.91 2.28 2.32 1.92 6.00 - 2.22 1.16 1.84 4.88

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/FAS	GATS	Database）

表４　全米の結球レタスの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

生産者価格 0.70 0.93 0.51 0.67 0.57 0.60 1.03 0.56 0.64 0.57 0.46 0.61 0.57
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表５　米国産レタスの日本向け輸出動向（結球レタス）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

輸出量 825 106 474 638 950 372 94 105 197 74 282 925 641
輸出額 852 100 550 699 1047 483 241 123 240 86 340 1,000 711
単　価 1.03 0.94 1.16 1.10 1.10 1.30 2.56 1.17 1.22 1.16 1.21 1.08 1.11

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/FAS	GATS	Database）

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量お
よび卸売価格

2018年9月、東京都中央卸売市場の米
国産結球レタスの入荷量は、前年同月比
13.5倍の54トンとなった（表７）。また、

平均卸売価格は、１キログラム当たり187
円となった。同月に同市場で最も入荷量が
多かった結球レタスは長野県産で、入荷量
は前年同月比9.9％減の5390トン、卸売
価格は１キログラム当たり187円であっ
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た。
なお、米国産をはじめ海外産の結球レタ
ス以外のレタス（ロメインレタス、フリル
レタスなど）は入荷されなかった。同月に

同市場で最も入荷量が多かった結球レタス
以外のレタスは長野県産で、入荷量は前年
同月比6.3％増の214トン、卸売価格は１
キログラム当たり222円であった。

ウ　セルリー
（ア）　作況
カリフォルニア州のセルリーについて
は、2018年10月中旬から下旬にかけて、
供給量は平年並みで安定していた一方、需
要が振るわなかったことから市況は低調に
推移した。サリナスバレー産セルリーの品
質は引き続き良好であった。

（イ）　全米生産者価格
2018年9月の全米の生鮮セルリーの生
産者価格は、平年並みの供給に対して需要
が落ち着いていたものの、前年同月を
7.9％上回る１キログラム当たり0.41ドル
（47円）となった（表８）。天候不順によ
りミシガン州産の一部の品質に影響があっ
たことなどが、価格の上昇要因と考えられ
る。

表９　米国産セルリーの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

輸出量 371 465 540 492 433 475 704 596 483 588 693 571 578
輸出額 236 288 338 300 282 298 445 371 316 443 525 444 432
単　価 0.64 0.62 0.63 0.61 0.65 0.63 0.63 0.62 0.65 0.75 0.76 0.78 0.75

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS	GATS	Database）

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年9月の米国産セルリーの日本向
け輸出量は、前年同月比55.8％増の578

トンであった（表９）。輸出単価は、同
17.2％高の１キログラム当たり0.75ドル
（86円）となった。

表８　全米の生鮮セルリー生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

生産者価格 0.38 0.42 0.65 0.52 0.46 0.42 0.56 0.68 0.6 0.54 0.47 0.37 0.41
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表７　東京都中央卸売市場の米国産レタスの入荷量および平均卸売価格（結球レタス）
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

入 荷 量 4 2 2 1 - - - - - - - 29 54
卸売価格 377 377 83 351 - - - - - - - 249 187
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（エ）　東京都中央卸売市場の入荷量お
よび卸売価格

2018年9月の東京都中央卸売市場の米
国産セルリーの入荷量は、前年同月比
3.8%増の27トンであった（表10）。また、

平均卸売価格は、同12.9％安の1キログラ
ム当たり196円であった。これは、同月
に同市場で最も入荷量の多かった長野県産
（同303円）と比較すると、35.3％安かっ
た。

表10　東京都中央卸売市場の米国産セルリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

入 荷 量 26 24 25 34 26 25 31 26 28 27 26 29 27
卸売価格 225 210 220 226 216 215 206 205 196 197 197 193 196

資料：東京都中央卸売市場

カリフォルニア州 

アリゾナ州 

図２　米国ブロッコリーの生産地分布（2012年）

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）
　注：青点1つにつき収穫面積100エーカーを示す。

（２）　�トピック　～米国におけるブロッコ
リー生産状況（2017年）～

ア　米国の生産状況
米国のブロッコリーは、主にカリフォル
ニア州とアリゾナ州で生産されており、季
節の変化に伴い生産地を移行することで、
一年中生産することが可能となっている
（図２）。具体的には、３月から12月にか
けてはカリフォルニア州モントレー郡やサ
ンタバーバラ郡での生産が盛んであり、
12月から翌３月にかけてはカリフォルニ

ア州南部およびアリゾナ州での生産が盛ん
である。
米国農務省によると、全米のブロッコ
リー生産量は、直近10年間およそ90万～
100万トンで推移しており、このうちカ
リフォルニア州産は90％以上を占めてい
る（図３）。
2017年の全米生産量は、前年比9.2％
減の92万5000トンとなった。減少要因
としては、最大の生産州であるカリフォル
ニア州が2017年初頭に長雨と洪水に見舞
われ、作付けおよび収穫が遅れたことによ
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資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

図３　米国産ブロッコリー生産量及び生産額の推移（州別）

図４　米国産ブロッコリー生産者価格の推移
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り、同州の生産量がかなり減少したことが
挙げられる。さらに、モントレー郡やサン
タバーバラ郡では、生産量の減少に加えて、
品質にも悪影響があったとされる。なお、
同年の単収は、カリフォルニア州は10アー
ル当たり1.79トン、アリゾナ州は同1.46
トンとなった。
また、同年の米国のブロッコリー生産額
は、9億2600万米ドル（1055億6400万
円）となり、このうちカリフォルニア州産
は８億5000万米ドル（969億円）、アリ
ゾナ州産は7500万米ドル（85億5000万
円）となった。前年比では、カリフォルニ
ア州産は9.8％増、アリゾナ州産は5.2％
増といずれも増加した。この要因としては、
生産量が減少したものの、需要が堅調で

あったことにより価格が上昇したことが考
えられる。
2017年のブロッコリーの全米生産者価
格は、前年比20.4％高の1キログラム当た
り1.00米ドル（114円）となった。2017
年初頭の長雨と洪水は、カリフォルニア州
だけでなく、米国にブロッコリーを供給し
ているメキシコにも影響を及ぼしたことか
ら、輸入量も限定的となり、特に春先は米
国内での供給が難しく、価格の上昇要因と
なった。州別に見ると、カリフォルニア州
産は同23.1％高の同0.99米ドル（113円）
となった一方、アリゾナ州産は同1.24米
ドル（141円）と熱波の影響などで高騰
した前年からの反動で同13.1％下落した
（図４）。
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イ　近年の対日輸出状況
2017年の米国産ブロッコリーの対日輸
出量は、前年（2016年）の増加の反動に
加え、米国内での減産の影響もあり、1万
5131トンと前年比で50.4％減少した。な
お、2016年の対日輸出の増加要因として
は、日本において台風や日照不足の影響で
生産量が減少したことや米国産の生産量の
増加に伴い価格が下落したことなどが挙げ
られる。

2017年の対日輸出量を月ごとに見る
と、1月を除いて前年同月を下回って推移
したが、8月が1995トンと最も多く、次
いで6月が1960トンと多かった（図５）。
これらの月が多かった要因としては、日本
国内において、ブロッコリーの産地である
北海道を中心に天候不順が続き、平年より
も低温や日照不足となったことで生産量が
減少していたことなどが考えられる。

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）
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図５　米国産ブロッコリー対日輸出量の月次推移
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